《中野・ウェリントン友好子ども交流 ２０１５》

 ホストファミリー 募集のご案内　
１  趣旨

　　　１９８５年から、ニュージーランドの首都ウェリントン市の子どもたちと中野区の子どもたち（区立中学校生徒）が相互に訪問する友好交流プログラムが実施されています。毎年２０名前後の子どもたちが交流し、昨年までに、中野区から２９２人、ウェリントン市から２８５人の子どもたちが参加しました。
この交流事業は、体験入学やホームステイなどを行うことにより、相互の理解と尊重の心を養い、国際理解を深めることを目的としています。中野区国際交流協会とニュージーランドの民間団体である「ウェリントン・中野教育協会（ＷＮＥＳ）」が窓口となっています。

　　　今年は、ニュージーランドの子どもたちが中野区を訪問し、区立第四中学校、第五中学校、第七中学校、第八中学校、北中野中学校、緑野中学校の６校に体験入学します。その際、子どもたちを受け入れてくださるホストファミリーを募集します。

２  受入れ期間
２０１５年９月２５日(金) ～１０月１０日(土) までの１６日間
３　受入れ人数

　　　１４歳から１５歳くらいのニュージーランドの子どもたち２０人（男子１３人、女子７人）を受け入れる予定です。

４　条件

　　　区立第四中学校、第五中学校、第七中学校、第八中学校、北中野中学校、緑野中学校に通う、原則として新１・２年生の生徒がいらっしゃるご家庭。
　　　※来年の夏には、受入家庭の生徒がニュージーランドで、ホームステイをしながら約２週間過ごします。（旅費等諸経費は、各自の負担となります。）

　
５　交流事業の概要（予定）

（1） 受入校で４日間、体験入学をします。

（2） 日本語学習

　　　当協会の日本語ボランティアが日本語を教えます。

（3） 体験入学以外では地域交流、都内見学等を行います。また、訪問期間中、日本の文化・歴史を学ぶ機会を設ける予定です。

６　ホストファミリーへのお願い

・ホストファミリーのみなさんのご協力をいただきながら、温かい手作りの交流をめざします。交流会などの全体行事には極力ご参加ください。

・食事の提供をお願いします。（体験入学期間の昼食は、学校給食となります。）

・体験入学中は、ホストスチューデントと一緒に登下校します。ホストスチューデントが学校を欠席する場合は、登下校の付き添いをお願いします。
・都内見学等の場合は、集合場所までの送迎をお願いします。
・家族の一員として、食費はご負担ください。

７　その他

・個室をご用意いただかなくても結構です。お子さんと同室でも一向に構いません。

・和室でも構いませんし、ベッドがなくても大丈夫です。

・食事は普通のもので結構です。

・英語ができなくても大丈夫です（生徒は全員、少しですがニュージーランドの学校で日本語を勉強しています）。日本語学習も大きな目的の一つです。

・仕事などで昼間大人がいない家庭でも結構です。

・家族の一員として家事のお手伝いをさせてください。

・生徒はお小遣いを自分で持っていますので、金銭の提供は不要です。

・ホームステイ中に言葉の問題等が生じたときは、協会の職員やボランティアがご相談にのりますので安心してください。

・ニュージーランドの概要などについての説明会を開きます。

・ホストファミリーの家族構成やニュージーランドの子どもの性別などを考慮して受入れ家庭を決定します。

・来年、２０１６年に予定しているニュージーランド訪問は、ホームステイを受入れてくださったご家庭のお子さんを優先して派遣する予定です。

８　お申込み先・お問合せ先

副校長先生がお持ちの所定の様式にご記入のうえ、２０１５年５月２９日（金）までに学校にお申込みください。
なお、ご不明の点等につきましては、下記までお問い合わせください。
	中野区国際交流協会

〒164－0001中野区中野２－９－７　なかのZERO西館
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